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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月16日(2008.6.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
関心領域を含む３次元（３Ｄ）医用画像をセグメント分割する方法であって、
前記関心領域の内部で第１組のシード点を特定するステップと、
前記関心領域の外部で第２組のシード点を特定するステップと、
前記関心領域の内部に前記第１組のシード点を中心とする第１の球を作図するステップと
、
各ボクセルに対して所望の関心領域に属する確率を割り当てることにより、前記特定され
た第１組及び第２組のシード点と空間制約式ファジー・クラスター化アルゴリズムを用い
て３Ｄ医用画像内に含まれる全てのボクセルを分類し、これにより該３Ｄ医用画像内に含
まれるボクセルを一様性関数に基づいてファジー区画ドメインに変換するステップと、
複数の第２の球を生成するステップと、
前記複数の第２の球のうち空間束縛式ファジー・クラスター化アルゴリズムで規定される
一様性関数閾値を満足する球を適格判定とするステップと、
前記複数の第２の球のうち前記一様性関数閾値を満足する球を適格判定とすることにより
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、前記所望の関心領域を画定する３次元エリアを適応成長させ、膨張させ、画定するステ
ップと、
前記適応成長のステップにより画定した前記所望の関心領域を表示するステップと、
を含む方法。
【請求項２】
前記複数の第２の球が第１の球の周りに生成されている、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記３次元画像が、磁気共鳴イメージング（ＭＲＩ）システム、コンピュータ断層（ＣＴ
）システム、陽電子放射形断層（ＰＥＴ）システム、及びＸ線システムのうちの少なくと
も１つによって収集されている、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
関心領域の内部と関心領域の外部の間の境界面上のノイズ・ボクセルが排除されるように
前記第１の球と前記複数の第２の球の曲率半径を選択するステップと、
前記適応成長のステップ及び前記曲率半径の選択ステップにより画定した関心領域を表示
するステップと、
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
前記３次元（３Ｄ）画像が、磁気共鳴イメージング（ＭＲＩ）システム、コンピュータ断
層（ＣＴ）システム、陽電子放射形断層（ＰＥＴ）システム、及びＸ線システムのうちの
少なくとも１つによって収集されている、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
前記第１の球と前記複数の第２の球は、所定の曲率半径に基づいた選択半径を有している
、請求項４または５に記載の方法。
【請求項７】
画像収集デバイス（１１０）によって収集される関心領域（２００）を含んだ医用画像を
セグメント分割するシステム（１００）であって、
前記画像収集デバイス（１１０）と結合している、医用画像（１３５）のセグメント分割
を計算するためのプロセッサ（１２０）であって、該セグメント分割の計算は、
前記関心領域の内部に第１組のシード点の周りを中心とする第１の球を生成するステップ
と、
各ボクセルに対して所望の関心領域に属する確率を割り当てることにより、前記特定され
たシード点と空間制約式ファジー・クラスター化アルゴリズムを用いて３Ｄ医用画像内に
含まれる全てのボクセルを一様性関数に基づいてファジー区画ドメインに変換するステッ
プと、
複数の第２の球を生成するステップと、
一様性関数を有するような空間制約式ファジー・クラスター化アルゴリズムを用いて医用
画像（１３５）内に含まれるボクセルを分類し、これにより該医用画像（１３５）内に含
まれるボクセルをファジー区画ドメインに変換するステップと、
複数の第２の球（２２０）を生成するステップと、
ボクセルの包含に関して、前記複数の第２の球（２２０）のうち空間制約式ファジー・ク
ラスター化アルゴリズムで規定される一様性関数閾値を満足する球を適格判定とするステ
ップと、
前記複数の第２の球のうち前記一様性関数閾値を満足する球を適格判定とすることにより
、前記所望の関心領域を画定する３次元エリア（２４０）を適応成長させ、膨張させ、画
定するステップと、
前記適応成長のステップにより画定した関心領域（２００）を表示するステップと、を含
むようなプロセッサ（１２０）と、
前記プロセッサ（１２０）と結合している、医用画像（１３５）のセグメント分割に関す
る情報を解明するためのインタフェース・ユニット（１３０）と、
を備えるシステム（１００）。



(3) JP 2004-33749 A5 2008.7.31

【請求項８】
前記プロセッサ（１２０）は前記第１の球（２１０）の周りに複数の第２の球（２２０）
を生成させている、請求項７に記載のシステム（１００）。
【請求項９】
関心領域（２００）の内部（２０２）と関心領域（２００）の外部（２０４）の間の境界
面上のノイズ・ボクセルが排除されるように前記第１の球（２１０）と前記複数の第２の
球（２２０）の曲率半径を決定するステップと、
前記適応成長のステップ及び前記曲率半径の選択ステップにより画定した関心領域（２０
０）を表示するステップと、を含むようなプロセッサ（１２０）と、
を備える、請求項７に記載のシステム（１００）。
【請求項１０】
前記プロセッサ（１２０）は前記第１の球（２１０）の周りに複数の第２の球（２２０）
を生成させている、請求項９に記載のシステム（１００）。
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